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e.Typistエントリー基本操作 
 

    

 

 

    １． はじめに 

２． 認識範囲の設定     

       2-1．自動で設定 

       2-2．手動で設定 

    ３． 認識 

   ４． データ転送      

 

 作業例１． 罫線・画像の表示  

 作業例２． 罫線の入っていない表の認識 

    作業例３． 少し複雑な表の認識 

 

 

 本マニュアルでは、表原稿の認識についての説明のみとなっています。 

 本マニュアル以外の、基本的な操作方法をお知りになりたい場合は、「e.Typist 
エントリー操作マニュアル【基本操作編】」をご参照ください。   
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１．はじめに 

e.Typistエントリーで認識できる表は以下のような表になります。 
・ 碁盤の目のように単純な表 

・ 表の罫線と文字が接触していないもの 
・ 網掛けの入っていない表 

 
  次のような原稿は e.Typistエントリーでは難しくなります。 

・ 段組が複雑な表 

・ 履歴書、申請書、納品書等の提出書類 

 

 

  e.Typist エントリーでは、取り込んだ表のセル幅や高さをそのまま全く同じ形で再現す
る事はできません。“ひな形ができる”程度にお考えください。 

 

 

 

 

 

 

履歴書、申請書、納品書等に文字を入力し、印刷する事が目的であれば 

「ピタッとフォーム」や「やさしく PDFへ文字入力」がぴったりです！ 

 

「ピタッとフォーム」や「やさしく PDFへ文字入力」であれば、スキャナか

ら取り込んだ書類に文字を入力してそのまま印刷することが可能です。 

 

弊社ホームページに３０日間お

試し頂ける体験版をご用意して

おります。 

是非、ご利用ください。 

http://mediadrive.jp/ 

 

http://mediadrive.jp/
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２．認識範囲の設定 

  表原稿の場合、表の種類によってはレイアウト解析がうまくできない事があります。 

  通常、縦・横が罫線できちんと区切られている表の場合は自動で設定することができま

すが、縦・横が罫線できちんと区切られていない表や罫線が欠けている表、自動でレイ

アウト枠が正しく設定できないものは手動でレイアウト枠の設定を行ってください。 

   
2-1．自動で設定 

    レイアウトボタン で認識する範囲に枠を作成します。 

 

 

 

 

2-2．手動で設定 

 

※一般的な表原稿の場合、段組の指定は「横多段 」としてください。

 

左図のようにレイアウト枠が作成されます。 

枠の左上に表示される数字は認識を行う順番です。 

枠の色によって、領域が種別されます。 

・緑枠－文章領域 

・青枠－表領域 

・赤枠－図領域 

枠の順番、領域の種別が間違っている場合には、 

各々の枠をクリックし、枠ごとに変更することができます。 

枠を作成したい部分をマウスでドラッグして囲みます。 

囲った順に認識順番の番号が付きます。 

囲った枠ごとに「領域種別指定」を行う必要があります。 

 

 

 

このボタンで「領域種別指定」を行います。 
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３．認識 

  認識ボタン を押すと認識が始まります。 

  認識が終わると、取り込んだ原稿イメージと認識結果の二つに画面が左右に分かれます。 

   

 

 
   認識結果の「TEXT」ウィンドウに罫線は表示されません。文字だけが左詰めの状態

で表示され、罫線の代わりに「→」が表示されます。この「→」は「TAB（タブ）」と
いう制御記号で、データの区切り位置を視覚的に表しています。 

データ転送で Excelに貼り付けた場合には「→」の位置でセルが分かれます。 

認識結果 取り込んだ原稿 
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４．データ転送 

認識が終わったら「編集メニュー」から「データ転送」で「EXCEL」を選択します。 

  下図のように、認識結果が Excelに貼り付けられます。 

 

  認識結果でタブ「→」が挿入されたところでセルが分かれて貼り付けられます。 
 

このときに、レイアウトイメージや罫線部分および図領域の画像は再現され

ません。文字だけが貼り付けられます。位置の修正や罫線の追加は Excel
に貼り付け後、改めて行ってください。 

 

注意 



 - 6 - 

作業例１．罫線・画像の表示 

e.Typist エントリーでは、RTF 形式で保存することにより下図のように、Word 上で罫
線を含む形で認識結果を表示させることが可能です。 

その際に、取り込んだ原稿に含まれる「図領域」の画像も一緒に保存できます。 

 

 

※罫線はある程度再現できますが、元の原稿と全く同じにはなりません。 

必要以上に線が入る場合があります。その様な場合は Word 上での修正作業が必要にな
ります。 

また、実際に罫線の入っていない表の場合でも「表領域」で認識させると罫線が表示さ

れます。 

 
 
 

      
 

元の原稿 
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 ＜操作手順＞ 

 

認識後、データ転送をせずに e.Typistエントリー上で保存の作業を行います。 

 「ファイル」から「名前を付けて保存」を選択します。 

 

  「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます。 

 
 

「保存する場所」：よく使用する分かりやすい場所に変更してください。 

「ファイル名」：分かりやすい名前を入力してください。 

「ファイルの種類」：RTFファイルを選択します。 

「保存範囲」：保存したい範囲にあわせて選択してください。 

「RTFのオプション」：必要に応じてチェックを入れます。 

 「画像保存」：取り込んだ原稿に写真などの図領域がある場合にチェックを入れます。 

 「罫線出力」：取り込んだ原稿に罫線が入っている場合にチェックを入れます。 

          表領域でレイアウト枠が作成された場合はチェックを付けなくても出力

されます。 

 

※ファイルの種類が「BMP」や「TIFF」と表示される場合には画像ウィンドウが選択さ
れています。「TEXT」ウィンドウを選択し直してから再度「名前を付けて保存」を選択
してください。 
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罫線が入っていないので 

「表領域」として判断されて

いません。 

作業例２．罫線のない表の認識 

  罫線の入っている表の認識はできましたが、今度は罫線の入っていない表で認識作業を

行ってみましょう。        

 

※上図のように「文章領域」として細かく分割されてレイアウト枠が作成された場合に

は間違って作成されたレイアウト枠を一つずつ修正するのは手間が掛かりますので一

旦作成された枠を全て削除して作り直しましょう。レイアウト枠を全て削除するには

「レイアウト取消」ボタンを使用します。 

表原稿の場合、罫線が入ってい

る部分は自動的に「表領域」と

して判断されますが、罫線の入

っていない表の場合には右図を

みて分かる様に「表領域」とし

て判断ができず「文章領域」と

判断されてしまいます。  

ここでは例として右図のような

表を使って認識を行ってみま

す。 
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  ただし、このままでは表として正しく認識が行えないので、次の設定を行います。 

画面右上の の中から （データ区切り設定）を 

クリックします。 

以下の「補助線」ダイアログが表示されるので、下図のように任意の場所をクリックし、

補助線を引きます。 

 

左のように３つの枠を作成したら、枠

の設定を行います。 

３番の枠をクリックで選択し、画面右

上に表示されている （自動判定）

ボタンを （表領域）に変更します。 

これで、表としての認識が行われま

す。 

クリックした場所に補助線が引かれます。 
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補助線が引き終わりましたら「OK」をクリックして「補助線」ダイアログを閉じます。 
この状態で「レイアウト」ボタンをクリックすると、下図の様に「表領域」として正し

く枠が作成されます。 

 

 
 
「補助線」ダイアログで追加した補助線は画面ウィンドウに表示されませんが、認識処

理を行うと、以下のような結果になり、表として正しく認識できていることが分かりま

す。 
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この状態で「データ転送」を行うと、下図のように Excelに貼り付けられます。 

 

あとは Excel上で罫線の追加作業と体裁を整える作業を行います。 

 

Excelに転送せずに RTF形式で保存を行いWordで開くと、下図のように罫線が引かれ
ます。 
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作業例３．少し複雑な表の認識 

  簡単な表原稿の認識は出来ましたが、次は少し複雑な原稿で認識作業を行ってみましょ

う。         

          

 

  このような原稿の場合、レイアウト枠は大きな一つの表として判断されます。 

  そのまま認識を行ってもよいのですが、データ転送にて「Excel」に貼り付ける事を考え
ると、手動で枠を分割して設定した方が貼り付け結果はよくなります。 

 

 

ここでは例として右図のような原稿

で作業を行ってみましょう。 

この表の場合、真ん中部分が他と比べて非常

にシンプルになっていますので、左図のよう

に上段と中段、そして下段の３つに分けて枠

を設定するとよいでしょう。 

※全ての枠を「表領域」と設定してください。 



 - 13 - 

認識結果をデータ転送で「Excel」に貼り付けると下図のようになります。 

 
 

データ転送せずに RTF形式で保存を行うと下図のようになります。 

表原稿の場合は RTFのオプション「罫線出力」のチェックは付けません。 

 

右図の場合、下記の修正

を行っています。 

・表部分の位置補正 

・下段の表部分より１行

削除 

・誤認識部分（●や■）

の削除 
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e.Typist v.9.0で同様に作業を行うと下図のように再現できます。 
下図の場合は、表部分の位置および幅の補正を行っています。 

 


